
省

令

公
証
人
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

公
証
人
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、
当
該
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

第
十
条

公
証
人
は
、
手
数
料
、
送
達
に
要
す
る
料

金
、
登
記
手
数
料
、
日
当
及
び
旅
費
の
標
準
額
並

び
に
執
務
時
間
及
び
急
を
要
す
る
場
合
に
は
休
日

又
は
執
務
時
間
外
で
も
嘱
託
に
応
ず
る
旨
（
指
定

公
証
人
の
行
う
電
磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
に
関

す
る
省
令（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
二
十
四
号
）

に
基
づ
く
事
務
を
除
く
。）を
役
場
の
見
や
す
い
場

所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
役
場
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
条

役
場
に
は
、
見
や
す
い
場
所
に
、手
数
料
、

送
達
に
要
す
る
料
金
、
登
記
手
数
料
、
日
当
及
び

旅
費
の
標
準
額
並
び
に
執
務
時
間
及
び
急
を
要
す

る
場
合
に
は
休
日
又
は
執
務
時
間
外
で
も
嘱
託
に

応
ず
る
旨
（
指
定
公
証
人
の
行
う
電
磁
的
記
録
に

関
す
る
事
務
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
法
務

省
令
第
二
十
四
号
）
に
基
づ
く
事
務
を
除
く
。）を

掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条

削
除

第
三
十
一
条

代
理
者
又
は
公
証
人
法
第
七
十
二
条

の
兼
務
者
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
役
場
の
見
易
い

場
所
に
、
代
理
者
某
又
は
兼
務
者
某
で
あ
る
旨
を

掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

後
任
者
又
は
公
証
人
法
第
六
十
七
条
第
一
項
の

兼
務
者
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
役
場
の
見
易
い
場

所
に
、
公
証
人
某
の
後
任
者
又
は
公
証
人
某
の
取

り
扱
つ
た
事
務
に
つ
い
て
の
兼
務
者
で
あ
る
旨
を

掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
後
任
者
の

す
べ
き
掲
示
の
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。

第
三
十
九
条

法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、

少
な
く
と
も
毎
年
一
回
当
該
法
務
局
若
し
く
は
地

方
法
務
局
に
所
属
す
る
公
証
人
の
保
存
す
る
書
類

の
検
閲
及
び
執
務
の
状
況
の
調
査
を
し
、
又
は
当

該
法
務
局
若
し
く
は
地
方
法
務
局
に
勤
務
す
る
法

務
事
務
官
に
こ
れ
を
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
速
や
か

に
法
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
九
条

法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
長
は
、

少
く
と
も
毎
年
一
回
当
該
法
務
局
又
は
地
方
法
務

局
に
所
属
す
る
公
証
人
の
役
場
に
臨
み
、
そ
の
保

存
す
る
書
類
の
検
閲
及
び
執
務
の
状
況
の
調
査
を

し
、
又
は
当
該
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
に
勤
務

す
る
法
務
事
務
官
に
こ
れ
を
さ
せ
、
そ
の
結
果
を

速
か
に
法
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

備
考

表
中
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
関
係
地
域
再
生
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
関
係
地
域
再
生
法
施
行
規
則
（
令
和
元
年
厚
生
労
働
省

国
土
交
通
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

１

地
域
再
生
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
七
条
の
三
十
六
第
二

項
の
厚
生
労
働
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

１

地
域
再
生
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
七
条
の
三
十
六
第
二

項
の
厚
生
労
働
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

認
定
市
町
村
（
法
第
五
条
第
十
五
項
の
認
定

（
法
第
七
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。）

を
受
け
た
市
町
村（
特
別
区
を
含
む
。）を
い
う
。

以
下
同
じ
。）が
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計

画
（
法
第
十
七
条
の
三
十
六
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）に
同
条
第
五
項
第
十
五
号
又
は
第
十

七
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
地
方
運
輸
局
長
（
同
号
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。）

一

認
定
市
町
村
（
法
第
五
条
第
十
五
項
の
認
定

（
法
第
七
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。）

を
受
け
た
市
町
村（
特
別
区
を
含
む
。）を
い
う
。

以
下
同
じ
。）が
、
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計

画
（
法
第
十
七
条
の
三
十
六
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）に
同
条
第
四
項
第
十
一
号
又
は
第
十

二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
地
方
運
輸
局
長
（
同
号
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
運
輸
監
理
部
長
を
含
む
。）

二

（
略
）

二

（
略
）

２

認
定
市
町
村
は
、
法
第
十
七
条
の
三
十
六
第
二

十
一
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業

計
画
に
同
条
第
五
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
同
条
第
二
十
五
項

の
規
定
に
よ
り
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に

同
条
第
五
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
市
町
村

が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
そ
の
他
の
関
係
者

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

地
域
再
生
協
議
会
に
、
当
該
関
係
者
を
構
成
員
と

し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

認
定
市
町
村
は
、
法
第
十
七
条
の
三
十
六
第
十

四
項
の
規
定
に
よ
り
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計

画
に
同
条
第
四
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
よ
う
と
す
る
場
合
又
は
同
条
第
十
八
項
の
規
定

に
よ
り
地
域
住
宅
団
地
再
生
事
業
計
画
に
同
条
第

四
項
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
市
町
村
が
行
う
介

護
保
険
の
被
保
険
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
再
生

協
議
会
に
、
当
該
関
係
者
を
構
成
員
と
し
て
加
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
法
務
省
令
第
四
十
五
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
証
人
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

法
務
大
臣

小
泉

龍
司

〇
厚
生
労
働
省

国
土
交
通
省
令
第
二
号

地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通

省
関
係
地
域
再
生
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
九
月
二
十
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫




		2024-09-19T14:45:00+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み


	



